
令和６年度おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ実施事業報告

Ｎo　　 事業名 機能 コンセプト 目指す姿
実施内容
（計画）

指標
令和５年度
実績値

令和６年度
目標値

令和６年度
実績値

達成率
（％）

実施内容
（実績）

成果 課題・対応

【コンセプト面】
来場者へのアンケート「団体（活
動）への関心増」

30% 72% 240%
【コンセプト面】
関心度は高かった。また、そのうち活動
に参加してみたと答えた方が1/3位あっ
た。

【機能面】
参加団体数

36団体 30団体 29団体 97% 【機能面】
予定通りの参加団体数があり、各々の活
動に係る発表の機会を提供できた。

【コンセプト面】
来場者へのアンケート「団体（活
動）への関心増」

30％ 81％ 270％
【コンセプト面】
関心度は高かった。また、そのうち活動
に参加してみたと答えた方が2/3位あっ
た。

【機能面】
参加団体数

14団体 12団体 13団体 108% 【機能面】
予定通りの参加団体数があり、各々の活
動に係る発表の機会を提供できた。

【コンセプト面】
新規登録団体数 20 41 205％

【コンセプト面】
廃止した団体も増えているが、新規の登
録団体も増えた。

【機能面】
登録団体数

382 400 385 96% 【機能面】
オンラインでの更新手続きが増えた。

【コンセプト面】
相談解決割合 50％ 90％ 180％

【コンセプト面】
ボランティア相談等比較的軽微な相談が
多く解決できた。

【機能面】
相談件数

88 100 74 74% 【機能面】
件数は例年に比べ減少した。

【コンセプト面】
補助金応募件数 17 17 17 100％

【コンセプト面】
多くの申請があり、補助金への関心が深
まった。

【機能面】
補助金交付団体の事業見学

11件 11件 100% 【機能面】
対象事業の視察を行いレポートをまとめ
た。事業が複数ある場合はそれぞれにつ
いて実施した。

【コンセプト面】
団体と企業の連携事例数 3件 1件 30％

【コンセプト面】
新たな連携に至らなかった。

【機能面】
フェスティバル開催数

3回 3回 3回 100% 【機能面】
フェスティバルについては計画通り実施
し多くの来場に市民活動を知っていただ
いた。

【コンセプト面】
事業報告中のアンケート「地域の困
りごとが解決した割合」

50％
【コンセプト面】
放課後子ども教室の依頼に団体が対応
し、子ども達が楽しんだ。

【機能面】
マッチング回数

20回 12回 60% 【機能面】
放課後児童クラブとの連携が滞ってし
まった。

【コンセプト面】
マッチング成立件数 3件 0件 0％

【コンセプト面】
協働・連携可能先に関しての問合せが多
く寄せられたが、実現報告には至ってい
ない。

【機能面】
参加者数

60名 40名 49人 123% 【機能面】
県西地区に限らず、県内多くの団体・企
業が参加した。また若者の参加も今まで
以上であった。

【コンセプト面】
受講者へのアンケート「活動を始め
たい人の割合」

50％
　100％

（若者向け入門
講座で市民活動
未経験の方の回

答）

200％ 【コンセプト面】
出張講座により「夏休みボランティア体
験学習」参加者が増えた。

【機能面】
入門講座開催数

3回 3回 3回 100% 【機能面】
若者を対象にした市民活動入門講座を初
めて開催した。

【コンセプト面】
ボランティア活動への関心度増
（参加者へのアンケートによる）

75％ 100％ 130％
【コンセプト面】
アンケート回答者全員が有意義であった
と回答。

【機能面】
夏休みボランティア参加者数

115人 150人 214人 143% 【機能面】
オンライン申込みが好評であった。

1 ＵＭＥＣＯ企画展 拠点 きっかけ

市民活動団体が活動に関する様々な企画展示を行
うことで、市民活動及び団体に対する市民の関心
が高まり、活動を始めたり応援したりする人が増
える。

年間を通じ、多目的コーナーやホワイエを利用
し、登録団体の活動に係る展示を行う。展示期間
は１団体あたり原則２週間程度とする。
※実績は別紙①を参照

若干の空き期間が生じたが、
ほぼ計画どおりに実施し（詳
細は別紙一覧）、多くの団体
の活動内容紹介ができた。

新たに登録した団体を含め、過去に
参加実績のない団体に展示勧誘を広
げ、多くの団体の紹介に努める。

計画どおりに実施出来（詳細
は別紙一覧）、団体の活動内
容紹介ができた。

新たに登録した団体を含め、過去に
参加実績のない団体に展示勧誘を広
げ、多くの団体の紹介に努める。

3 団体登録 拠点 行動

市民が思いを行動に移せるよう、新たな団体登
録、年度ごとの登録更新（６月末）を促進し、Ｕ
ＭＥＣＯを団体の情報発信の場、又は活動の拠点
とする。

活動実績等を把握し、的確な申請受付を実施。更
新に際しては、オンラインでの受付を推奨するこ
とで手続きの軽減化を図る（従来通りの受付方法
も継続する）。

期間内での未更新団体は8.9％
と大幅に減少した。またオン
ラインでの更新団体数は138団
体（36.2%）と増えた。年度末
の登録団体数は年度初めと同
様であった。

引続き団体登録（更新を含め）の簡
略化に努める。

2 アクティブサロン 拠点 きっかけ

企画展では活動内容等を発表することが出来ない
団体に、体験の場等提供することで、市民活動及
び団体に対する市民の関心が高まり、活動を始め
たり応援したりする人が増える。

活動エリアを利用し、サロン形式やイベント形式
での活動紹介等、多様な形で開催する。月1回（1
日または２日間）の開催とする。
※実績は別紙①を参照

スタッフ１名が外部研修に参
加、またスタッフ全員に内部
研修を行い、相談に関しての
スキル向上を図った。

スタッフの相談スキルの向上を図る
と共に、情報紙・HP等を利用し、広
く相談業務受付をアピールする。

5
市民活動団体への
資金面への支援

相談
支援

実現

運営のため、事業実施のための資金調達は重要課
題であり、資金確保に係る支援を行うことで、市
民活動を活性化する。

市民活動・協働応援制度補助金に係る業務（応募
受付・事業視察）や資金支援に係る情報提供を行
う。

全ての対象事業の視察をス
タッフで分担し実施した（一
部の事業は複数回）。

市民活動団体へ、広く応援補助金の
活用を促すための支援、視察方法の
スタッフ間での共有化

4 相談業務
相談
支援

実現

法人化や市民活動（ボランティア含む）全般に関
する相談、他団体との連携にかかる相談等を受け
ることで、市民活動が発展する。

相談日を設け相談員を配置するとともに、簡単な
相談は随時受け付ける。スタッフのスキルの向上
（研修等による）を図る。

｢フレスポ小田原シティーモー
ル」で、7月にサマーフェス。
12月にクリスマスフェス、3月
にスプリングフェスを開催し
た。

フェスティバルだけではなく、社会
貢献につながる企業との連携を今後
検討。

7
地域とのネット

ワーク
協働
支援

実現

地域の各種団体と市民活動団体との連携を促進す
ることで、地域課題を解決する。

地域のニーズを把握するための情報収集により、
また登録団体の一覧を掲載した情報紙
（Hello!UMECO）の改定版を発行する事で、団体と
のマッチングの機会を広める。
※詳細は別紙②を参照

調査未実施

放課後こども教室へ延べ12団
体が参加したが、放課後児童
クラブへの参加は報告が上が
らなかった。

6
企業とのネット

ワーク
協働
支援

実現

市民活動団体と企業との協働により、団体の様々
な活動を紹介する。また、企業との連携による社
会貢献に向けての活動を創出することで活動の場
が広がる。

実績のある｢フレスポ小田原シティーモール」での
パフォーマンス主体の事業を継続する。市内の企
業等を中心に、地域活性化等に関する事業連携を
推進する。

発行したHello!UMECOの配布先、活
用方法の再確認。地域活動団体の
ニーズを把握し連携を強化する。
マッチング報告が滞っているので、
担当者や活動団体へ報告をお願いす
る。

8
パートナーシップ
ミーティング

交流・
コーディ
ネート

実現

イベントに参加した市民活動団体が、他の参加者
との連携を通じて活動を発展させ、地域の課題解
決に貢献している。

市民活動団体、学校、企業を中心としたマッチン
グの機会を創出するイベント（事例発表、グルー
プワーク等）を、神奈川県と共催で実施する。協
働のさらなる促進に向けて、県西部の自治体の協
力を得る。

10月27日に「新たな出会いか
ら広がる私たちのまちづく
り」をテーマに、小田原市／
南足柄市／大井町の協力を得
て、パートナーシップミー
ティング in 県西を開催し
た。

2025年度は県西地区での最終年度と
なるため、新たな自治体との連携
（箱根町の参加を確認済み）に対応
する。

「今、はじめよう！自分のた
め×誰かのため」をテーマに
市民活動入門＆若者支援講座
を開催した。
国際医療福祉大の課外授業と
して新入生へ「市民活動と
は」等について講義を行っ
た。また、私立高校への出張
講座を行った。

国際医療福祉大学の新入生への
UMECOや市民活動の紹介を継続する
ほか、夏休みボランティア体験に向
け学校へ出張講座を行った結果、そ
れぞれの学校の夏ボラ参加者増につ
ながったので引き続き実施してい
く。

10
夏休みボランティ

ア体験学習
学習・体

験
きっかけ

中高生を中心に、夏休みに合わせてボランティア
体験の機会を提供し、社会にどのような貢献がで
きるかという「ボランティア精神の芽生え」の
きっかけとなる。

誰でも参加できるボランティア体験機会を提供す
るため、体験の受け入れができる登録団体を募集
し、受入団体と生徒等との橋渡しをする。多くの
市民活動団体に積極的な参加を募る。また、学校
側の協力を得られるよう働きかけを行う。

27の登録団体がボランティア
を受入れ、214名の方が参加さ
れた。また、まごころカード
の発行申請が166名あった。

高校への出前講座実施によるものか
例年に比べ高校生の参加が多かった
が、「まごころカード」を早めに入
手したいとの要望が多かったので、
手続きの検討が必要である。

9 市民活動入門講座
学習・体

験
きっかけ

市民の方々が生きがいを持ち、活き活きとした社
会生活ができるよう市民活動参加へのきっかけ作
りをする。また、若い世代の人たちに市民活動に
ついて学んでもらう機会を提供することで関心が
高まる。

市民活動の基本的な内容や、市民活動の楽しさを
知ってもらえるような講座を開催する。また、市
内の大学や高校等へ積極的に働きかけ、市民活動
について広く周知し啓発するための講座を開催す
る。

報告は上がっていない

アンケート回答数396

アンケート回答数109

令和7年5月23日

第15回会議
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【コンセプト面】
受講者の満足度 50％ 100％ 200％

【コンセプト面】
応援補助金説明会への参加者が少なっ
た。

【機能面】
１講座当たり受講者数

9人 12人 7人 58%  【機能面】
スマホは、登録団体のみならず一般の方
も参加され好評であった。

【コンセプト面】
若者の市民活動への関心度（各種事
業におけるアンケートによる）

75％ 100％ 130％
【コンセプト面】
参加者は少なかったが、若者は市民活動
への関心は高かった。

【機能面】インターンシップの受入
れ人数

2人 2人 2人 100% 【機能面】
大学生がＵＭＥＣＯの役割、市民活動に
関心をもった。

【コンセプト面】
参加者アンケート「男女共同参画へ
の関心増」 50％

理解が深まった

100%
200％

【コンセプト面】
リボンについての質問が多くあり、いろ
いろな活動への関心が深まった。

【機能面】
イベント回数

3回 3回 3回 100% 【機能面】
市との協働により効果的な展示が出来
た。

【コンセプト面】
事業の満足割合
（アンケート）

50％ 100% 200％
【コンセプト面】
一般参加者からは市民活動の関する関心
が深まったとの意見が多くあった。

【機能面】
来館者人数

2500人 2500人 1800人 72% 【機能面】
例年に比べ来館者数が少なかった。

【コンセプト面】
他団体とのつながりができた割合 3件 0件 0％

【コンセプト面】
講演内容から、地域との連携を深めたい
との意見があった。

【機能面】
交流会開催数

3回 2回 2回 100% 【機能面】
交流会について参加者を限定せず、シニ
ア向けの講座を設けることで活動への関
心が高まった。

【コンセプト面】
参加団体の満足度 50％

【コンセプト面】
多くの方（２００名以上）が来場し、
様々な体験等により各国文化の理解を深
めた。

【機能面】
イベント開催回数

1回 1回 100% 【機能面】
計画通りイベントを開催した。

【コンセプト面】
ホームページ・フェイスブックの閲
覧調査

50％
（団体のHP閲覧
調査を実施し、

回収数に対し）

【コンセプト面】
情報誌への掲載依頼方法、内容等につい
ての問合せが多数あった。

【機能面】
①情報誌の発行
③FMおだわら出演団体数

6回/年
40団体

6回/年
40団体

6回/年
50団体

100％
125％

【機能面】
情報誌の発行、FMおだわらの出演等、計
画通りに実施することで団体の活動を広
げられた。

「活動資金獲得講座」をＵＭ
ＥＣＯ（10月21日）とマロニ
エ（10月14日）で開催した。
また、2月4日に「スマホの活
用講座」を開催した。

引き続き団体のニーズに対応した講
座を立案する。

12
若者の市民活動参

加の支援
学習・体

験
きっかけ

学生や若者のボランティア活動を支援すること
で、若い世代の活動への参加を促進する。

既存の学生ボランティアグループに関し、近隣の
学校や各事業参加者への働きかけ、ホームページ
等の広報を強化するとともに、グループ運営への
サポートを強化する。また、インターンシップを
積極的に受け入れる。

若者支援講座を、「今、はじ
めよう！！自分のため×誰か
のため」と題し、7月20日に開
催した。
２名の大学生をインターン
シップとして受け入れた。

新たな媒体を通しての若者のボラン
ティア募集・参加により、市民活動
参加への関心を高める。

11 団体向け各種講座
学習・体

験
行動

市民活動団体の活動を広く支援するための各種講
座の開催により、団体が成長する。

団体の活動発展に向け、ニーズに対応した講座
（デジタル化、協働、資金確保等）を開催する。

人権・男女共同参画課と協働
で、6月に男女共同参画展、11
月にＤＶ防止啓発展を開催し
た。
「アウェアネスリボン」展を
開催し、リボンの色を通じて
様々な社会への支援や理解を
紹介した。

市民の方々の男女共同参画社会への
認識を深めていただくため、市人
権・男女共同参画課との共催による
企画展（男女共同参画パネル展）を
継続するほか、独自の事業を展開す
る。

14 ＵＭＥＣＯ祭り
交流・
コーディ
ネート

きっかけ

ＵＭＥＣＯ全館を利用し、市民にＵＭＥＣＯや市
民活動について知って頂き、市民活動参加への
きっかけとする。また、市民活動団体相互の交流
を行う事で、他の活動への関心を高め協働への
きっかけとする。

登録団体有志による実行委員会での検討を経て、
11月下旬に登録団体が様々な企画（活動発表・作
品展示・パフォーマンス等）により活動紹介を行
い、活動内容を多くの市民に知ってもらう。ま
た、参加団体同士の交流をすすめる。

団体の活動発表の場として、
計画通りにぎやかに開催し
た。数字的には少なくなった
が、来場者は市民活動に関心
を向けられた。また、終了後
に参加団体の交流会を開催
し、反省等を語り合った。
参加団体数85団体

実行委員へ手を挙げる方が少なく、
実行委員会の構成に手間取ったが、
実行委員会は予定通りに開催し、企
画・運営を進めた。
若年層を含めた広範囲な実行委員募
集方法の検討が必要である。

13
男女共同参画の推

進
学習・体

験
きっかけ

市や市民活動団体等と連携して男女共同参画を推
進することで、男女が、社会の対等な構成員とし
て自らの意志によって、社会のあらゆる分野にお
いて活動に参画できる機会を確保する。

小田原市が進める「男女共同参画プラン」を参考
に、市民活動団体をはじめ、市民全般への意識向
上を推進するため、企画展等を開催する。

団体交流会では、8月4日に一
社）プラスケア代表で医師の
西智弘氏を講師に、「健康で
長寿の秘訣は人や地域とのつ
ながり」をテーマに実施し
た。また、新春交流会は、1月
19日に市長をお迎えし市民活
動団体への思いをテーマに講
演をいただいた。

活動の活発化のため、パートナー
シップミーティングを含め、多様な
団体と市民活動団体を繫げる。

16 国際交流
交流・
コーディ
ネート

行動

市の担当部署との連携も視野に、海外の文化の発
信や外国籍の方たちとの交流を推進する。

外国籍の方同士や登録団体との交流の場を開催す
る。

調査未実施

初めて文化政策課と協働で
「国際交流フェスタ」を開催
し、市民活動登録団体も含め
た国際交流団体が集まった。

15 団体交流会
交流・
コーディ
ネート

行動

イベントに参加した市民活動団体が、特定のテー
マに沿った交流を通じ、他の参加者と思いを共有
し、活動を発展させる手掛かりを得て具体的な行
動につなげる。

①団体交流会
②新春交流会
同じ分野で活動する団体間や、分野・業種を超え
た交流会を開催する。開催にあたっては、活発な
交流を促すためテーマ設定を工夫するとともに、
テーマに応じた層へのＰＲを図る。

「みんなの広場」と題し、外国籍の
方と市民活動団体を含めた市民の方
との交流会の場の開催を試行した
が、参加者が集まらず内容を含めた
事業内容の見直しが必要となった。

17 情報発信
情報の集
約・発信

きっかけ
行動

さまざまな活動情報を集約し、情報誌発行やイン
ターネットツールを活用して、ＵＭＥＣＯや市民
活動の情報を発信することで、一般市民等は市民
活動に参加するきっかけを、市民活動団体は活動
を発展させる手掛かりを得る。

①情報誌（UMECOだより/つながる）の定期発行
②ホームページの運用
③FMおだわらの活用
④新たな情報発信メディアへの展開
⑤ホームページの改修

調査未実施

ホームページの改修について
は、予定通り年度内に終了
し、4月1日より公開した。

ＵＭＥＣＯだよりについては、団体
の投稿記事を増やす等内容を刷新し
た。
今後は、ホームページの閲覧状況
等、情報発信の効果について検証し
ていく。

報告・回答無し

アンケート回答数27

アンケート回答数13

アンケート回答数14

2



令和６年度　ＵＭＥＣＯ企画展・アクティブサロン実績 資料2-5別紙①

月 開始日 終了日 多目的コーナー 団体名 開始日 終了日 ホワイエ 団体名 開催日
アクティブサロン（交

流エリア）
団体名

2 16 沈丁俳句会展 沈丁俳句会 23 30 春の花づくし 折り紙遊び 6
団体の活動報告、
ネパールの物品販売

ネパール教育支援の
会

20 30 小田原北條五代祭り展示
小田原市観光協会
手作り甲冑隊

1 8 小田原北條五代祭り展示
小田原市観光協会
手作り甲冑隊

1 6 春の花づくし 折り紙遊び 4
段ボールコンポストの
実演会

小田原生ゴミクラブ

9 22
生物多様性維持保全活動等
について

めだかサポーターの
会

17 31
消費生活
　　　　パネル展示

地域安全課

1 2 いけばな展示会 いけばなを楽しむ会 20 30
市民活動応援補助金
活動報告展

ＵMECO
1
2

浴衣を着てぶらっと散
歩しませんか

梅の会

17 28 男女共同参画週間展
人権・男女共同参画
課/UMECO

30 30 七夕展
UMECO（ミモザ/ぴよ
ぴよクラブ）

2 7 七夕展
UMECO（ミモザ/ぴよ
ぴよクラブ）

6
7

顔ヨガ ニコニコ顔ヨガ

8 26 ふろぷろかなにし ＦＲＯＭ　PROJECT

27 31 バリアフリー絵画展 風の会 27 31 バリアフリー短歌展
バリアフリーネット
ワークおだわら

1 10 バリアフリー絵画展 風の会 1 10 バリアフリー短歌展
バリアフリーネット
ワークおだわら

3
ペットボトルのキャ
ップでオリジナルマ
グネットを作ろう

認定ＮPO法人なぎさ
会

11 23
外郎売の口上来歴「團十郎丈の足
跡展」

外郎売の口上研究会 26 4
夏休みのお話し会と絵
本の販売

楽しい絵本を広める
会「子どもの本箱」

1 14
現代美術展「小田原ビエンナーレ”
間”2024」

小田原ビエンナーレ
実行委員

7
8

ソープカービンのご案
内

初めてのソープカービ
ング

20 29 ソープカービン儀典
初めてのソープカービ
ング

30 30 小田原支援学校作品展
神奈川県立小田原支
援学校

26 30
「乳がん検診・がん検診
を受けよう」

ピンクリボンぷらす

1 6 小田原支援学校作品展
神奈川県立小田原支
援学校

1 5
「乳がん検診・がん検診
を受けよう」

ピンクリボンぷらす
5
6

荒廃竹林の竹を活用し
た《花器製作》ワーク
ショップ

ＮPO法人和の文化塾

8 21 第１６回鉄道資料展
小田原鉄道歴史研究
会

6 16
小田原支援学校作品
展

神奈川県立小田原支
援学校

27 31 子ども劇場５０周年の歩み
神奈川県西部子ども
劇場協議会

1 10 子ども劇場５０周年の歩み
神奈川県西部子ども
劇場協議会

6 17
甲骨文字書道コンクー
ル・漢字レポートコン
クール作品展

書道指導者育成協会 2
みんなではじめよう
SDGｓ　くらしを考える展
示とワークショップ

小田原友の会

11 22 ＤＶ防止啓発展
人権・男女共同参画
課/UMECO

18 22 アウェアネスリボン展 UMECO

25 30
「異国船御用に付浦賀井神奈川日
記」展

西さがみ文化フォーラ
ム

25 30
犯罪被害者週間パネル
展

小田原市市民部地域
安全課

3 15
神奈川県立大井高等学校
第５回芸術作品展

神奈川県立大井高等
学校

1 3
犯罪被害者週間パネル
展

小田原市市民部地域
安全課

７
８

クリスマスリース＆アロ
マストーン作り

おだわられもんラボ/
生活に役立つオリー
ブの会

18 26 ＵＭＥＣＯクリスマス
ミモザ/初めてのソー
プカービング

4 18 ＵＭＥＣＯ祭りパネル展 ＵＭＥＣＯ

4 24 新春アートメッセージ展2025 小田原文化芸術協会 12
レモネードを楽しみなが
ら、アクセサリーを作り
ましょう！

NPO法人日本ゆたか
なまちづくり研究会

25 26 いけばな親子教室発表会
お堀端地区伝統文化
いけばな親子教室

1 10
地球・絵手紙、ネット小田原『ありがと
う展』

藤の会 11 28 ＵＭＥＣＯ雛の道中 絢布の会 2
ピアサポーターと出会
おう

おれんぢせぇぶ

11 28 ＵＭＥＣＯ雛の道中 ミモザ

1 5 ＵＭＥＣＯ雛の道中 ミモザ 1 14 ＵＭＥＣＯ雛の道中 絢布の会
1
2

双極月間＠小田原 Bipolar-Quest

8 23 養成講座第13期生自主研究発表 養成講座 15 29 香害ってなあに
RORO自然といのちの
循環を考える会

24 31 デコパージュ・シャドーボックス デコパージュ

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

12月

11月

１月

２月

３月



資料2-5　別紙②

2025年3月末

NO 月　日 依頼者 活動団体名 目　的 場　所

1 7月16日
早川小放課後子ど
も教室

小田原ヨーヨー練習会 放課後子ども教室 早川小学校

2 9月26日
富水小放課後子ど
も教室

小田原マジシャンズ
クラブ

放課後子ども教室 富水小学校

3 10月4日
下府中小放課後子
ども教室

小田原ヨーヨー練習会 放課後子ども教室 下府中小学校

4 10月4日
富士見小放課後子
ども教室

小田原マジシャンズ
クラブ

放課後子ども教室 富士見小学校

5 10月23日
東富水小放課後子
ども教室

小田原ヨーヨー練習会 放課後子ども教室 東富水小学校

6 10月29日 不明 小田原ヨーヨー練習会 放課後子ども教室 不明

7 10月31日
曽我小放課後子ど
も教室

セレステ 放課後子ども教室 曽我小学校

8 11月29日
下府中小放課後子
ども教室

小田原マジシャンズ
クラブ

放課後子ども教室 下府中小学校

9 12月11日
三の丸小放課後子
ども教室

小田原マジシャンズ
クラブ

放課後子ども教室 三の丸小学校

10 12月14日
新玉小放課後子ど
も教室

小田原マジシャンズ
クラブ

放課後子ども教室 新玉小学校

11 3月6日
曽我小放課後子ど
も教室

さざなみ会 放課後子ども教室 曽我小学校

12 3月18日
山王小放課後子ど
も教室

小田原ヨーヨー練習会 放課後子ども教室 山王小学校

令和６年度地域活動団体と市民活動団体とのネットワーク形成事業


